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107.小谷城をめぐる城郭(1)

一虎御前山 その 1ー

1.はじめに

織旧日L!:に、 一挙に攻め上ることは般しいと思わせ

た (r似u公配J(1) J.il三)峨1!<1大名浅井氏の情城小谷城
l;t、そのJefl色Jじ11'.(J570.iド)の治初の攻般から泌減まで

3年を必したという.このflIHar副主制i川合l践をはじめ、
小谷城下のrorrjの織さ ~1\l、など何度となく i長井久政 ・

長政を苦しめたのであるが、そのI文'1採決・前線の本隊を
!~ <-・

4、谷峻のm・簡にあるJite仰が1iJ.Iに244いたことはよく知ら
れているe

qゴ t~ 公.!L!J 1t~色 Jê-'I'- 6月21日のI貨によって、当初

IN.御iiijuJに11.一夜"'Iiを紛えたよとが知られるが、祭と
して体肢がデえられたのはJtfl色3.if-(J572年)のことと

え々られ、この.i!'-7月278に祭を厳q(に築くよう信長

11.命じている.そしてその祭減がほどなく終り、信長

が入滅したという記述があるが、 8月28日の大暴風雨

によ って削機したという .文献をじじると、ひと月足

らずの制t!llllllに然としての然保iが行なわれたことにな

る。

しかし泌~t-氏による小谷被下の絞営は、かなリ大規

肢かっ~I・1111j的に行なわれていたようで、城下.の形成に

あたっては'.';11引を妙、i:li:隙と均1・ご仁.&Vえぴ1=1然河川に

よって医叫し、l刈釘」北じ11川11山10州nllに4イ水ミ戸を2殺;立tけた地J域i或Eを1対す象と
していたことカが(:必包似!竹3江さ tれLる。 !Iliにそのとお リとすると 、

i-W北3.3km. J.lU崎O.8kmの総聞の械下の姿が浮かぴ上る。

従ってこの1;1(.御前山に {，!.W以前に浅井氏による何ら

かのI!}jj!Uli6i;設が緩かれていたニとは恕像に総くな L、。

J花御，jijl1Jの巧みにH:1二げられた併の給械なことは今

まで見聞きした多くの併に見られぬもので、見る11ftを

~.;uっ たようで、 1.1L主が泌微から北を~ると浅井 ・ 朝

合事}Ii山崎)"i:~へ怒 っ てとりでにこもり、いかにむ攻

略しがたいようすであったという(qJ長公記』巻五).
ζ うした記述から此御前山は Lはや祭というより一

つの峻にjfrいむのであり、 i~H~の度数もある建造物を

併なえていたことヵeうかカeえるのである.

元f色 3 .if-の劫IJ決後、 f.H正 11.新たに八羽1山に佐~を築い

たようであるが、 R正jeSI'(1573年)にはす5ず7が虎御前
山の~~キとして防たニとなどから 、成御前山 L またそ

第 IIBJ 虎御前山周辺

の後会与制iiされたようて・ある。

ζ こでは虎御前山にきおかtLた「城」の尾:HUこのま姿部
i立お時についてl時j坐してみたい。

2.虎御前山の主要部構造

成後UliifllJは小谷械のすぐ市阿にあり 、絞れ'fJ224m(比

~lj~f.}130111 )を計る独立.17;峻て}危縦山とか長尾山とも

H乎休する. ，1f.御，ì~山と小1i-山の文Jß:f'1HßI鳩山との聞は

放も近いところで 380mしかなも、。まさに指n乎の聞に

望む位従にある。

r!tJ.lt!!.'!;:圃んには「此地に一人の美女~:mとして顕

れたリ、谷色uìなし . せせら ~ra'唆リて :Jkとす. :.!t 

名を成御前という J とある.

成御前山の足桜1.1耐北tこiどいが、 F情緒苦r，の線路 140
'“ mをJi・るあたりは八相IIlJといい、男1I称中野山とむ言う.

ridU公認』でむ八羽l山として区別jしてPf'f有;しており 、

先述のように信託1:J(; ((13年(1572王子)に虎御前山と横

山械をつなぐil~ えのため'::í古都と共によの八相山に姿容

を築くよう命じている.

さて現イ1:、Jえ御前山の南北に{111ぴる尾m上の中11ど
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にはアンテナ施設があるが、そこよ

り北の尾線上に主に良好なi章構が兇

られる。

アンテナのすぐニItには 2悲の円坑

を利用したと思われる陣紛:といわれ

るとこみがあ 1)、ここ には沌川iー訟

陣の石碑がたてられている。ょのよ

うにニの南北に長、、[s線上には前布T

itY，があり、これを巧みに生かした械
郊の構築がなさ ilているようである。

その先約 '130mにある剥努政隙の仰

がある部分も問的と忽われる。その

次に 2粂の堀切があり 、これが此is1J

前UJの11"心部を回すrti端の施設であ
る。 また 2条の地I!'I;JJのIfllの道沿いよ

リドにら l粂のl編5mばかりの!筏栂

カサ~ら tt る 。

成御前山の中心1~11'ま 411.司所の主主主:

なulp輸を中心とし、それをつなぐよ 小谷城(左奥)と虎御前山(右)

うに 1阪は 10-20111 足らずの 1111 )紛がO!lfz. .;~j車?iß式の総fU を ここでは主主*>&:1111輸をつなぐ道状の"JZ1{1，地は一見長

皐する。中ほどやや衛のf.'i(jUj225 mはどを号1-るあたり い Illp~けえであるが、実際には余り手を加えていないよ

のl編10rn・長さ25rnばかりの平間がく字形をしたIlfl-'品 うであり、針。耐のi立的についても不明な点が多いが、

が俗に信長丸と言われる。それよリ北約 230mの8X これまで釘1られた風紋やお11滞での桃jiE等からこ九は隙

12m の F~r輸を中心にして間関に惜rtll輸を訟け、北放ぴ 湖、や指というよリ中也・の山械と11千ぶにふさわしいもの

来1JlilJに土J:iを築いた 41苦からなる|耐給制:がある。 こ であると言えゐだろう。(用問i改H~{)

J二，;t.秀吉が仰を前いたところとされる。:ili干子伎は鋲め lU: 

て良好で、その精進等からこの部分がbt御前山の111十五 (1) rj;:l 1え公記J (;1:本米 r{;ィ長吉むと言うが、後に小

をなしたと考えられる。 ζ こよリ点とニ|じの 2)jliJjI': X 対;(!FI'j1伝による r似長記』が古かれたため、これと

L芭般が{IIIぴ、現iに平ej-日J也が続き 、北{主主きI.H1I券家|材1とい 区別するため r{~t長公記』 と f>'J;するようになった。

う1111総までたどりつくというのが3ι
0・u蜘剛山山伊O・e・''''''J.山"・a・崎山崎剛同ur.o。剛....."'・刷抑制ゆ'1111'"剛・."酬吋剛川削・・・剛吋剛..flU刷剛叫，，，.，酬が州"，，酬 川制叫"'，..剛険制削剛山 '

108.伊香郡木之本町木之本発見の

ハマグリの入った須恵器

昭和42年秋、所用て'IJI.問i益303分科!の木之本町.木之
".、竺・，

*の東方に所在する当1:Jトンネルの凶1iを通りかかっ
たとよろ、道路の北11111に所約:するゴ二11!{1，必のTtし仁付近に、

i.1j Jj:tの主主丘状にゴーの怨い部分が以:IJしているのがffl凡

された。そこで急J反を約30mよじ糾り、ニグ)"民色の土

の音li分 を実是正したと ζ ろ、古mがltr.二つに距liち切られ、
ここに報告す7る、話1Y$!: *i:が落下寸前の状態で派出 してい

た。
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この古1貨の位iITI立、ヂf.':tJIIの右jJfにj:ijf:(l:する大RllJ
よりf$j1Jに統〈山地が、*之本よリ川合に泌する巨t]jl!:
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の部分にて絞泌を形成し、これより闘方に速なる南斜

聞に派生したー支j王上に築造されたものである。JjUi:

の士見棋については、然色の土の断iID状況より維2をする

と、耳元径約8m、潟さ 1.5m松伎の円検と忠われる。

また、 fj¥毒事については、水中r.nな務かと考えられる。
3 

ここに報告する ~fï~~採は 、 一五L をなすむのであって、

中にはハマグりの殺が三個体分収納されていた。以下

外見上の形態について説明すると、

(議) 口径14.6cm、総高 5.4cm、絞径14.3仰を有

し、天弁部11ま丸い。口縁部との岐には綾を有するがや

や鈍い。ロ縁音1;1;1:やや内~~~みに開き 、 端部 1;): 外側 に

閲〈。また内側に!寺、内傾ずる段を有し、一速の綾を

有している。天井部は、大部分がへラ削 りてお鈎控室され

ている。給二七/;t¥if.'であって、少澄の砂を含み、焼成は 0 5 100m 

E正敏である。色ilJi司i士、巣灰色を皐している。

(f不) 口後12.6c冊、然高 5.4cm、受部後15.1clll. 4 

腹部は、やや平らである。受部Ij:、上方にI匂かつて内 よ二こに報告した須恕総については、大略5世紀末-

~~-みに立ち上って jj リ、端部は丸\"0 内1M には、内 6i!:!:紀初頭i筑とt設定されるが、主主|ヨすべきは、中に収

傾する段を有している。また、内側底部には、大型の 谷されていたハマグ 1)の殺である。このことは、 tDJ様

須恵器等に見られる叩き当兵の同心同文:の一部が付け よリj遠隔の地であるネ:J也方に3!IJる当時の交通、交易め

られている。底部は、ヘラぬIJリで仕上げられている。 縫路 、 形態若手を究~月する上に-ff:jël を総供するもので

胎土は後であゥ て、処々に白色め砂粒を含んでいる。 あり、当時の祥治時における、供献の形態を物語治る一

焼成jj:駁綴であ勺て 、色;潟 Ij:背灰色を義している。 j様相を知る~tlが出うたる。(佐藤宗男)

109.帰帆島に古代

集落の復元

スユ
j五2在県湖隊中部総Jil下水道事務所で'は、 i却!諜i浄化セ
ンターの所庇する:軒家市矢総1也先のj制四百占内に、弥生

時代の集務の復元を昔1-師し、来る 4月18のオープン

をめざして目下念、ピッチで{十業を進めています。

犬、IJ、の竪穴住府各H束、高床念雌 11'1臣、銅鐸を絞
る広場と水回がまな集落のお耳目記です。t長沼の背後には
弥生時代の1集も計i歯されています。

今邸復元される援穴住l設は、弥生時代には知られて

おらない織の使用を一 切やめ、材木の総合にはすべて

つるを使用しています。また、木村の木口(主総雨i)もの

こぎ りてが切断せず、すべて手斧で切断するなど当時の

工法で作業がなされております。

間J床倉{棋は、S弱霊草の絵図や土絡に捕かれたもので務
名な僚fiH.t をむつ念を復元していま すが、 i長~'i品tむのな

かで棟狩肢をもっ念がいまfごに発見されておらないこ

とが安iになるところです。

銅銭1I正大岩山1:1:1ゴ二の流水紋鍋室撃を後製し笑|僚にオミの

紋につるします。 I冊鍔がどのようにしてどこで絞られ

たのか、本当に祭リの道.ft.なのか、など問題はありま

すが、やはり弥生時代の集孫の復元には欠かせないむ

のです。

なお、液製品はこのはかにら干午や臼 、~~~;;~.. ~ーや~ïJti丁、

;:~矢などもあり、 !~:!Î\ft Jir;'のなかにf~ìì えてあります。

当時の生活復元のー紛がくみとi'lるように配慮されて

いますが、経費の都合等で完全な生活復元にi主主って

いないので、今後の一層の主主備が製まれます。

これらの施設のはか、入口に注;ta皇されたコンクリー
トウオールには、総作袋本件文化の波来からその生活の

線子、さらには、総志倭人伝のIlz車?によって、悶々の
統合からi!:i敏文化の成立までをiま|案{じしています。

公関|勾にはさらにいくつかのなたちをiなかすモニ品

メン トがあるやに|怖いておリますが、それらについて

はオープ

ンj去の見

学附に充
たJ‘1)")

分地能し

て下さ い

と♂〉こと

でした。

古代集落の復元作業状況
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